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居　場　所
長崎・金﨑　光凜
　私たち人間は、自由に心を表現できます。その表現を許される場が居場所だと、私は考えます。居場所とは、常に他者があってこそ成り立ち、他者なしでは存在できないものです。私の居場所には、家族や友人といった他者が存在しています。今ある居場所は心地よいものです。

　しかし、そこが本当に自分の居場所なのかと考えることがありました。一番仲のよかった友達に、私が「相談よりも自分で考えないと」といった一言で、すれ違うようになりました。正論だと思っていた私の考えは受け入れてもらえず、人との関わりの難しさを感じた出来事でした。

　「いじめられていたとき、何よりも共感と居場所が救いだった」と人権協会のインタビューに、タレントの河相我聞さんが答えていました。人はみな、居場所を求めます。中でも、人生がうまくいかなかったり、罪を犯してしまった人にとっては、居場所が、やり直すチャンスを与えてくれます。

　五月に、私の住む小佐々地区の保護司の方と座談会を行いました。罪を犯した人の社会復帰を支援するのが保護司です。私が出会った保護司の方は、二十代の若者と関わることが多かったと聞きました。

　保護司が一番大切にしていることは、心を開こうとしない本人やその家族との関わりを作ることだと言われました。社会復帰を目指す若者が、自分の家族が、自分の家族から受け止められず、苦しい思いをしたことがあったそうです。自分の居場所づくりをしていた若者にとってはつらいことでした。若者家族も、また罪を犯すのではないか、止めさせることができるのか自信がない、とつらい思いをしていました。居場所づくりの難しさを感じます。また、保護司の方が支援のために家を訪問すると、家族から来ないで欲しいと言われることもあったそうです。それでも、少しずつ時間をかけて家族が若者を受け入れていきました。更生し、社会復帰できた若者が、保護司の方への感謝をほかの方に伝えていたとも聞きました。

　家族といても、教室で同級生たちと一緒にいても、居場所がないと感じることがある。集団の中の孤独を感じることがある。私が感じた、人との関わりの難しさは、ここだったのです。
　この難しさはどうやったらなくなるのでしょう。そう考えた時、罪を犯した若者と私の居場所の違いを考えました。そこで気づいたのが、ゆく言葉と返る言葉です。「いってきます」「行ってらっしゃい」「ただいま」「おかえり」「さようなら」「またね」こんな何気ない言葉が繋がるところが、私の居場所なのです。

　先日、新聞の取材に長崎地区保護司会会長の末吉さんが、罪を犯した人は心を閉ざしている。だから、居場所を作ることが大切だと答えていらっしゃいました。

　「ただいま」「おかえり」ゆく言葉と返る言葉からつながりが生まれます。「相談よりも自分で考えないと」という私と同じ考えを持つ人にも出会いました。だから、私は、ゆく言葉と返る言葉を、家族や友人、そして他者へ私から伝えることで、明るい社会をつくる第一歩を歩んでいきます。
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